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就労継続支援Ｂ型事業所の平均賃金月額の推移

○ 県内の就労継続支援Ｂ型事業所における平成29年度平均工賃月額は、14,308円で、対前年度比 ３．９％
増加と、4年連続上昇（直近3年間で最大の増加率）している。

⼯賃・賃⾦実績調査（千葉県調べ）
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平成31年1月：千葉県総合支援協議会就労支援専
門部会資料より



1.販路・受注拡大事業≪平成17年度∼平成３０年度までの取り組み①≫
1.1合同販売会（商業施設）

• 平成17年振興センター設立当時の合同販売会は集中レジ方式。
• 商品種別ごとに陳列され、お客様にとっては買いやすい環境を整えていた。
• 一方、振興センター職員（当時２名）の準備、負担は膨大で当時の資料から実施月前後

の数か月はほとんど合同販売会の業務を行っていたことがうかがえる。
• 平成18年には集中レジ方式から現在の事業所ごとの会計方式に変更。
• 平成24年合同販売会の売り上げをあげるため、場所に余裕がある場合ははーとふるメッ

セ常設店商品の販売を実施。
• 参加事業所数も増え、定期的に合同販売会を実施していることから年間計画に組み込む

事業所も増えてきた。
• 陳列、接遇等の販売スキルや取扱商品によって事業所の売上に大きく差が開いているこ

とも課題として挙げられる。（例）平成24年度柏2回目一日平均売上6,650円〜43,520円
• 売上は上がるが、合同販売会にかかる日数、工数が増えてくる。
• 平成30年1か所（富津）以外はブース数が増えたため、はーとふるメッセ常設店商品の

販売を意識的に削減。

平成17年（設立時） 平成24年 平成30年
販売場所 売上（千

円）
参加事業所

数
売上（千

円）
振興センター委

託販売売上
参加事業所

数
売上（千

円）
振興センター委

託販売売上
参加事業所

数
イオンモール富津 399 0 12 345 30 10

イオンモール柏１回目 441 145 22 430 0 16
イオンモール柏２回目 585 123 21 332 0 13

イオンモール津田沼１回目 1047 23 503 0 20 736 62 18
イオンモール津田沼２回目 563 87 22

プレナ幕張 48 7 5
計 1,047 2,491 355 1,891 99 （延べ）62

売上合計 1,047 2,846 1,990
日数 3 10 9

一日当たりの売上（平均） 349 249 221

平成31年1月：千葉県総合支援協議会就労支援専門部会資料より



1.販路・受注拡大事業≪平成17年度∼平成３０年度までの取り組み②≫
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• 設立当初から数年は安定した事業にすべく、売上目標を定め活動していたというよりも環境の
変化（常設店運営依頼、イベント参加等）に対応しながら販売活動を軌道に乗せてきた。

• イベント販売は国体、東北支援などで一時的に売り上げは上がるものの、近年は売上はあがっ
てはいるが横ばい。

1.1合同販売会以外の販売活動（常設店、イベント販売等）

ユーカリが丘駅構内販売
（営業日数：125日）

HM美浜店営業開始 HM千葉寺店営業開始

HM千葉寺店営業開始

HM美浜店閉店

国体販売

東北支援物産展（H23〜25） JEF/C-one販売スタート



1.販路・受注拡大事業 ≪平成17年度∼平成３０年度までの取り組み③≫
1.3受注拡大（営業）+共同受注体制 （件）

（千円）

• 平成19〜22年度の仲介等売上（概算）は前年度受注した継続的な
契約分の売上も含まれている。

• 平成28〜30年度の仲介等売上（概算）は当該年度分のみ計上。継
続的な契約の売上は含んでいない。

• 例えば平成29年度では平成28年度から継続して実施している分は
2,516千円（概算）が計上される。

• 共同受注窓口を開始する前は受注獲得に向けての営業は振興セン
ターとして積極的に実施せず、研修や営業同行等、各福祉事業所の
営業力を身に着けてもらうための活動が中心。
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売上（概算）データなし

優先調達推進法施行（4月）〜
共同受注窓口体制開始（12月）〜

H26:利用者アンケート実施

平成31年1月：千葉県総合支援協議会就労支援専門部会資料より



2.事業開拓、商品開発等事業≪平成17年度∼平成３０年度までの取り組み③≫

2.1新規事業開拓（はーとふるボックスの設置：県庁内3カ所、企業内3カ所）

販売場所
平成29年度 平成30年度

売上（千円） 取扱事業所数（延べ） 売上（千円） 取扱事業所数（延べ）

5→６か所 294 16 463 13 

2.2事業経営個別相談、2.3ビジネスサポート個別相談
• 会計等相談、労務等相談、コンプライアンス相談

等、県社協事業へ紹介および関係機関への問い合
わせ

• 臨店指導：（平成28年度〜）柏市主催の障害者福
祉事業所による合同販売会「MONOづくりマル
シェ」に向けて、研修会を開催

【以前の取り組み】
• 印旛沼あっぷモデル事業：外来水草の回収、運搬、堆肥製造に福祉事業所が参画
• 大学構内および病院売店運営の仲介
• 温暖化防止事業の実施：公共施設、企業に芝生ブロックを敷設し、管理作業を実施
• ちば工賃向上フォーラム開催：以降「はーとふるメッセ実りの集い」を平成29年度まで実施

平成31年1月：千葉県総合支援協議会就労支援専門部会資料より



3.事業経営、活動研修事業①
企画数 延べ日数 内容 延べ参

加人数
平成17年 3 6商品販売セミナー 、授産事業活性化を目指す研修会等 102
平成18年 10 12食品衛生&表示研修、商品パッケージ改造講座、商品陳列講座、ビジネスマナー、計数管理 198
平成19年 1 12障害者の工賃アップに向けた集中講座 168

平成20年 4 25工賃向上ワークショップ、自主製品販売施設対象研修、請負作業施設対象研修 60
8 8（移行等支援事業）新サービス体系移行講座 281

平成21年 10 18工賃向上ワークショップ、ビジネスマナー、商品企画力・販売力向上講座等 217
平成22年 4 19工賃向上ワークショップ、製菓講習会、ビジネスマナー、販売スキルアップ 98
平成23年 11 37工賃向上ワークショップ、福祉事業所会計塾、コンプライアンスセミナー等 532
平成24年 7 29工賃向上ワークショップ、福祉事業所会計塾、コンプライアンスセミナー等 319
平成25年 5 23工賃向上ワークショップ、福祉事業所会計塾、コンプライアンスセミナー等 204
平成26年 6 15工賃向上ワークショップ、福祉事業所会計塾、コンプライアンスセミナー、B型職員向け研修会等 353
平成27年 4 5管理会計研修、福祉事業所会計塾、コンプライアンスセミナー等 409
平成28年 3 4福祉事業所会計塾、コンプライアンスセミナー等 144
平成29年 4 10販売会基礎研修、栄養成分分析計算法セミナー、仮払機取扱作業者安全衛生教育講習、活動明細書の作り方セミナー 430

平成30年 7 15販売会基礎研修、リーダーシップ研修、A型事業所向け研修、清掃作業従事者研修、見積書作成・価格設定の考え方等 544

有効性評価件数 フォローアップ件
数B型 A型

平成24年 8
平成25年 65
平成26年 52 5
平成27年 47 36
平成28年 54 2 20
平成29年 56 41
平成30年 9 18 122 平成31年1月：千葉県総合支援協議会就労支援専門部会資料より



就労継続支援Ｂ型利用者及び事業所アンケート調査①
【概要】

目的：

就労継続支援Ｂ型事業所（以下、事業所）に通っている障害者（以下、利用者）と事業所の実態を調査し、工賃向上に資す
る県の事業検討を行う

実施主体：千葉県障害福祉課（委託団体：（特非）千葉県障害者就労事業振興センター）
アンケート種類：１．事業所向け ２．利用者向け

１．事業所向け
実施対象：平成26年10月1日現在、開設している事業所
送付方法：電子メールにて
回答方法：電子メールにて

対象事業所数：217（千葉市、船橋市、柏市所在含む）

回答事業所数：200
回答率：92％
有効回答数：200

２．利用者向け
実施対象：平成26年10月1日現在、開設している事業所を利用している障害者
送付方法：事業所を通じ、手渡し
回答方法：専用封筒にて返送
対象者数：4417人
回答者数：2946人
回答者率：66％
有効回答数：2946

平成25年度千葉県平均工賃：12,596円
平成25年度全国平均工賃：14,437円



【利用者対象項目より】
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給料（工賃）
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就労継続支援Ｂ型利用者及び事業所アンケート調査③ 平成26年10月実施



高収益な仕事
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就労継続支援Ｂ型利用者及び事業所アンケート調査④

平成26年度の支払目標工賃に向けて達成できそ
うにない理由

振興センターに期待するもの・求めるもの

• アンケート結果を通じて振興センターの事業方針を転換
• それまでの福祉事業所一つ一つにビジネススキルや営業力を身に着けてもらう研修事業を中心とした

形から振興センターが営業し、仕事を紹介・斡旋できるような体制づくり
• 平成27年12月より共同受注窓口整備事業の開始

平成26年10月実施



工賃（賃金）向上のため、県に求める支援策

○ 工賃（賃金）向上のため、就労継続支援事業所（Ａ型・Ｂ型）が県に求める支援策としては、「受注・販

路の拡大」、「説明会や研修等の実施」、「共同化・連携の推進」などについて、多く挙げられている。

県に求める支援策 就労継続支援Ａ型 就労継続支援Ｂ型
計 構成割合 計 構成割合

(1) 企業的経営手法の導入
・ 専門家（経営）の派遣 13 6.5% 50 6.5%
・ 役員、管理者向けの経営セミナーの開催 27 13.4% 88 11.4%

(2) 技術指導の強化
・ 専門家（技術）の派遣 16 8.0% 69 8.9%
・ 農業との連携事業における農業技術取得支援 9 4.5% 54 7.0%

(3) 他産業等との連携の促進
・農業分野との連携による施設外就労、施設内農業等の促進 21 10.4% 74 9.5%

(4) 受注・販路の拡大
・⺠間企業、行政機関等への発注の呼び掛け、優先発注等の周知 46 22.9% 177 22.8%

(5) 共同化・連携の推進
・共同受発注機能の推進 27 13.4% 86 11.1%

(6) 説明会や研修等の実施
・工賃（賃金）アップ・経営改善の取組の好事例の紹介、説明会 42 20.9% 177 22.8%

計 201 100％ 775 100％
県内（政令・中核市含む。）の⼯賃（賃⾦）向上計画の集計結果（千葉県調べ） ※１事業所、複数回答可

平成31年1月：千葉県総合支援協議会就労支援
専門部会資料より



令和元(2019)年度事業方針

① 営業・販売活動（共同受注、常設店運営）
② 有効性評価と①営業・販売活動の連動
③ 食品表示法の完全移行、食品衛生法改正等、対応でき

るよう支援（研修等の企画）→研修はニーズがあり、
効果の高い内容のものを企画、実施していく

④ 効果検証や工賃実績等の分析→事業に活かす
⑤ 法人として障害サービス事業を設置するかどうか、今

年度再度検討する。

平成31年1月：千葉県総合支援協議会就労支援専門部会資料より



①営業・販売活動 合同販売会・常設店運営・地域イベント等への参加、小規模出店等
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• 合同販売会：集中レジ、開催時間の見直し等の検討を行い、できれば今年度中に試験的に実施できるよう
販売場所の確保に努める。

• 常設店；キャッシュレス対応導入
• イベント販売：多くの事業所が直接販売できるよう営業（例：⻘葉の森芸術⽂化ホール）



①営業・販売活動 2.1.2受注拡大（営業）＆2.4共同受注窓口

福祉事業所
へ外注費 その他経費 売上

福祉事業所
へ工賃とし
て支払われ

た割合

2015年 4,474 2,034 6,508 69%

2016年 6,563 14,191 20,754 32%

2017年 10,589 46,965 57,554 18%

2018年 9,887 20,255 30,142 33%

4474 6563 10589 98872034
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共同受注窓口スタート：まず
は福祉ができることから

『福祉ができること』
→対応可能な範囲を広げ、
共同受注窓口を行政・⺠間
にアピール

共同受注窓口を周知させ
た上で、再度福祉事業所
が受けられる仕事を開拓

平成27年度 平成28年度 増加額
平均工賃月額 14,201円 16,674円 2,473円

就労継続支援B型事業所 79事業所（実支援事業所数） 工賃向上計画支援等事業 効果検証（平成28年度から平成29年度）より



船橋市議会だよりポスティング
（福祉事業所が携わるのはおそらく全国初）
• 新聞購入世帯が50％程度となり、市議会だ

よりが市⺠全体に行き届かない
• 全世帯ポスティングへの切り替え、2019年

度より開始したい。

福祉事業所（16事業所）が世帯数の約72％配布
（他、⺠間・高齢分野）
工賃として支払見込（2019年）：約9,600千円

駐車場清掃
• 県内約160か所ある駐車場の清掃（除草）

を月に1回実施
• 埼玉県でも福祉事業所に依頼しているが実

施率は70％
• できれば全てお願いしたい

福祉事業所（30事業所）が100％対応
2019年2月からスタート
工賃として支払見込（2019年）：約7,700千円

振興センターがコーディネートした共同受注
直近の事例（船橋市市議会だよりポスティング・駐車場清掃）



ふなばし市議会だよりポスティング
共同受注窓口

① ② ③

④
①船橋市全体図→②希望配布場所の調整
③進捗管理表一覧の作成
④市議会だより（４月から配布スタート）
他、入札準備、説明会開催、腕章等備品準備、委託契約書
作成等



駐車場清掃（約160か所、30事業所と契約）
共同受注窓口

①

②

③

① 進捗管理一覧表の作成・管理
② 画像の加工方法の提案
③ 報告書例



共同受注窓口体制整備事業
今後の課題
• 各福祉事業所におけるPCスキル格差の平準化
• 商慣行定着に向けての支援
• 県内福祉事業所の把握（チャレンジド・インフォ・千葉への登

録促進）
• 全県地域に対しての営業活動
• 納品場所確保

（千葉県ホームページより）
障害者支援施設等に準ずる者として認定
→障害者優先調達推進法の対象施設として、同３号の随意契約の対象となる。

【2019年事業計画】
• 第２事務所の設置→福祉事業所が直接来て作業できる場所を確保
• 障害者支援施設等に準ずる者として認定されたことを活かした営

業活動
• 営業事務担当の職員を雇用し、営業活動を拡大させていく

• PCスキルの格差により、報告書、計画書の提出ができない（メール送受信、写真添付、Excel入力等）
• 請求書等を作成できない（契約書等押印もれ、消費税記述もれ、消費税計算ミス、請求書押印なし等）
→例：（共同受注案件）14法人中4法人契約書押印もれ、16事業所中9事業所請求書再作成依頼

Excel講座の実施、営業事務担当職員等、該当事業所への訪問等支援の検討



③食品表示法の完全移行、食品衛
生法改正等、対応できるよう支援
（研修等の企画）

平成27年度 平成28年度 増加額

平均賃金
月額 13,662円 14,035円 373円

1. 食品表示作成連続講座（7/13開始：20名参加）
2. 専門家による衛生検査（募集受付開始）
3. 食品表示法セミナー（6/4実施済み）
4. モデル事業所見学（現在12事業所実施、他7事業所予定）

県内約30％の事
業所が食品に関
わっている

平成30年度モデル事業所報告会参
加者アンケートでは80％の事業所
が新法（令和2年4月）への対応は
これから実施するという結果



農福連携による障害者の
就農促進事業

【2019年計画】農福連携の取り組み支援
1. 就農支援のため専門スタッフ派遣（2019年度は7事

業所実施中）
2. 企業（JA)との連携推進（種子落花生のむき身作

業）
3. 県内農家へ福祉との連携をアピール（NPO法人ちば

農業支援ネットワーク会員へのチラシ配布、市原地
区農家団体への講演）

4. ちば農福連携マルシェ開催（千葉駅中央改札外コン
コースにて2019年12月実施予定）

5. 県内農福モデル事業所を先行事例として紹介（冊子
作成予定）



農福連携による障害者の就農促進事業
≪種子落花生の剥き実作業≫就農促進
事業②⑤種落花生の剥き実作業

法人名 事業所名
作業重量

(kg)
Ａ

出来高重量
(kg)
Ｂ

端数
（kg）
Ｃ

歩留率（%）
Ｄ＝

(Ｂ＋Ｃ)／Ａ

出来高重量
（実数㎏）

B2

歩留率（%）
Ｄ＝

(Ｂ2＋Ｃ)／Ａ

出来高
紙袋（袋）

使用資材
ダンボール

（枚）
Ｅ

下実（kg）
Ｆ

下実率(%)
F/A

関東商事
持込日

Ｇ

保証票枚数
（枚）

1 420 240 5.385 58.4% 269.385 65.4% 120 21 46 11.0% 4月8日

2 420 182 0 43.3% 200.2 47.7% 91 16 89 21.2% 4月8日

3 420 222 0.4 53.0% 244.6 58.3% 111 19 71.4 17.0% 4月12日

3 210 96 1.5 46.4% 107.1 51.7% 48 8 56.6 27.0% 4月12日

3 60 32 0 53.3% 35.2 58.7% 16 3 5.2 8.7% 4月17日

4 345 204 0.315 59.2% 224.715 65.2% 102 14 0.0% 4月5日

5 150 40 2.1 28.1% 46.1 32.1% 20 7 59.3 39.5% 4月25日

6 90 46.2 1.4 52.9% 49.8 56.9% 22 5 19.2 21.3% 5月9日 追加分

合計 2,115 1,062 11.100 50.7% 1177.1 56.2% 530 93 346.7 16.4%

落花生種子むき実作業完了報告書
2019/6/2

• 関わる全ての事業所にわかりやすく仕様書の作成
• 発注元に作業完了報告を作成、提出
• 6事業所1.5トンの種子用落花生を出荷



農福連携による障害者の就農促進事業
農福マルシェの実施
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売上（円）

1.5.8.9.14.16.17.18.19.20.21 １日のみ参加（11事業所）
売上合計：1,422,020円（2日間） 事業所別売上

• 今年度12月初旬（2日間）に向けて調整中
• 開催時間の延⻑（10時〜18時→11時〜20時）
• 事業所が参加しやすい対応（20時まで販売できない事業所への対応）
• 売上目標：180万円


